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8. 腎移植患者のアスベルギールス感染症
山本宏(千大)
症例は38歳男性。弟から腎提供を受けた。移植後頻回
の拒絶反応が発来しステロイドの大量投与を要した。移
植 3カ月後に曙疾，咳轍，発熱を訴え胸部 x-Pにて両
側肺野に多発性の空洞像を認め， ~客疾より As. fumi-
gatusが証明された。アンホテリシン B，5FCの投与
を行なったが移植 5カ月後に死亡。病理解剖所見ではア
スペノレギ-}レスは両側肺に多発していたが他臓器には認
められなかった。 
9. 大腸癌のX線所見と肉眼所見の比較検討
今国修(千大)
大腸癌のX線学的所見と大腸癌取扱い規約による肉眼
的所見について， 1965.1-1978.11までの当教室におい
てX線学的に詳細に検討し得た大腸癌切除 157例につい
て比較検討した。 X線の読影所見と肉眼所見との一致し
なかった症例は全て S状結腸及び直腸癌で狭窄が全周に
及び強度で，腸内容の停滞， S状結腸過長症，腸管の重
なり等の為，鮮明なX線像が得られなかったもので，今
後の撮影技術の課題であると思われる。 
10. Elemental dietの吸収に関する研究(第 1報)
入江氏康(千大) 
Elemental dietは全ての消化機能を経なくとも吸収
が行なわれる成分で構成されており，その吸収に関する
基礎的実験を行なった。雑種成犬に ThiryVella loop 
を作成し， 5%， 20%，50%ブドウ糖液を異なる速度で
注入した。高彦透圧のブドウ糖液程，水泳糖質共に吸
収率は低下するが，同じ濃度の糖質液でも注入速度を遅
くすることにより吸収率は増加した。今後，アミノ酸，
脂質， ED等の吸収について検討を行ないたい。 
11. C 3Hマウス属平上皮癌を用いた合併療法の病理
組織学的検討
小出義雄(千大) 
C3Hマウス下腿皮下に移植した同系マウス自然発生
肩平上皮癌に治療実験を行った。 X線3000racl照射単独
群， BLM或いは PSK併用群の増殖抑制率(治療後14 
ともBLM PSKであり，57%，56%，33%原に)1日)は
にX線照射との併用効果が認められた。組織学的に多数
の円形細胞浸潤を認めた治療群で，今後更に免疫反応と
の関連を追及したい。 
12.腎虚血に対する ATP-MgCh投与の効果
添田耕司(千大)
急性腎不全後の腎の回復を早めるため以下の実験をし
た。雑種成犬を用い60分間腎虚血後，交文熱電対にて腎
血流測定下に ATP
対照照、群には同量の生食を投与し次の知見を得た。1. 60 
分間の腎虚血後， ATP-MgCh投与群では対照に比し
て， BUN，血清クレアチニンの上昇が有意に少ない。 
2. ATP-MgClz投与の有効性は，直接的血管拡張作用
ではない。 
13.癌免疫療法におけるパラメーターの検討
林良輔(千大)
我々は消化器癌に対する免疫療法として BCG-CWS
を使用しており，末梢リンパ球に対する PHA，Con A 
反応を経過を追って検討しているが，免疫学的パラメー
ターとしてある程度の意義はあるとしても決定的なもの
ではなかった。また，生存率から見ると BCG-CWSに
よる免疫療法は臨床的に有効と思われた。 
14.胃粘膜下造影法(第 1報)胃癌の膳浸潤の診断に
関する基礎的研究
円山正博(千大)
雑種成犬を用い使用造影剤について実』験した。方法:
胃前庭部後壁粘膜下層に内視鏡下に油性の Lipiodol， 
Myoclilと水溶性の60%Urogrannを各 2ml注入し経
時的に単純レ線撮影した。結果:油性造影剤は胃壁全層
描出可能で，特に Myoclilは Lipiodol より均一であ
り短時間に診断可能となり有用であった。リンパ節造影
が油性造影剤でみられた。 
15.肝内結石症に関する研究一第 1報一結石の存在音[
位と肝内胆管の形態について
山崎義和(千大)
肝内結石症の病態把握及び治療を目的として今回，務
室の約 9年聞における肝内結石症の手術症例27例の結石
存在部位，肝内胆管の形態について検討した。術中，保
後の胆道鏡による裁石の困難性は，胆管の狭窄と強い症
曲に影響され，肝内結石症を胆道鏡で治療するために陪
今後この点での解決が必要である。
